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2012・2013年度 グループ交換プログラム 

 国際ロータリーのロータリー財団におけるプログラムである。 

GSEプログラムとは 

第2660地区 

派遣チーム 

・団長（ロータリアン） 
・団員4名 

第1890地区 

ハンブルクチーム 

・団長（ロータリアン） 
・団員4名 

2013.3.30 

～2013.4.30 

2013.5.21 

～2013.6.21 

 二つの国のそれぞれのチームが訪問して，それぞれの国で，職業的
研修と文化交流を行うことを目的としたプログラム 



 渉外活動 

・国際ロータリーのロータリー財団等への書類の提出 

・海外の相手国のGSE委員会との交渉    ・・・・・・・・・・・ 

 

 国内チーム派遣への支援 

・語学研修が確実であるか 

・プレゼンテーションの準備がOKか否か 

・ユニフォーム，バナー，経費建て替えなど   

・職業人として現地研修に行く目的が明確かどうか・・・・・・ 

 

 チーム受入体制への支援 

・IM を中心にしたスケジュールの作成の支援（各RCの自主性を尊重） 

・受入団員の職業に適した研修が準備されているか 

・日本文化を楽しく学べるスケジュールか否か 

・受入団員の心身の状況      ・・・・ ・・・・・・ 

 

 

具体的なGSE委員会の活動 



 ハンブルグチームの受入スケジュールの作成 

GSEプログラム 受入実行委員会 



 ハンブルクチームの受入のIM実行委員会の結成 

GSEプログラム 受入実行委員会 

・各週ごとに2組のIMが，担当する。（IM実行委員会：最終まで3～４回ぐらい） 

第1週  IM 1・2組 
 
第2週  IM 3・4組 
 
第3週  IM 5・6組 
 
第4周  IM 7・8組 

委員長 千里メイプル， 副委員長 豊中千里 
 
委員長  大東中央，   副委員長 東大阪西 
 
委員長  大阪北，     副委員長 大阪城東 
 
委員長  大阪平野，   副委員長 大阪難波 

・担当する週間のスケジュールを決める。（IM実行委員会：最終まで3～４回ぐらい） 

・ホストファミリーを依頼する （ホームステイは 各週５泊） 

 IM実行委員会で決めて行くこと 



 受入の週間スケジュールの作成 

GSEプログラム 受入実行委員会 

・職業研修・・・・・・団員の職業にあった見学 

・文化研修・・・・・・日本の文化，大阪の文化を知っていただくための研修 

・京都デイ・・・・・京都見学の日： 第一週 IM1・2組の担当で京都案内 

・奈良デイ・・・・・奈良の見学： 第二周 IM3・4組の担当で奈良案内 

・アルムニ・デイ・・・・・アルムニ会のメンバーがサブカルチャーを紹介する日 

・広島デイ・・・・・広島見学：  

・歓迎会・・・・・３月３０日来日，３１日歓迎会 ⇒ ホストファミリー宅へ 

・送別会・・・・・３月３０日来日，３１日送別会 ⇒ 帰国 



 ホストファミリーを見つける 

 

GSEプログラム 受入実行委員会 

（GSEプログラムの手引きより） 

・ホームステイ先として有望な家族を推薦するよう，要望します。氏名，住所，
電話及びFAX，E-mail，家族構成，子供の年齢等を知らせてもらうよう依頼
します。 

・宿泊場所の提供 

・朝・夕の食事の提供 

・毎朝の集合場所までの見送り 

・毎夕の解散場所までのお迎え 

・団員の衣類の洗濯（若しくは洗濯場所 使い方のなど通知） 
・ネット環境の提供（近隣のネットカフェなどでもOK） 
 

⇒家族的な交わりのできる環境 



GSEプログラム 受入実行委員会 







一体感を味わえるプログラム 


